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１．次のことを、文字を使って証明しなさい。 
 
① 奇数と偶数との積は偶数であること。 

 
奇数、偶数をそれぞれ２m＋１、２nとする。ただし m、nは整数とする。 

 
    その積は、 
    (２m＋１)×２n＝４m n＋２n 

               ＝２(２m n＋n ) 
 
    ここで、２m n＋nは整数であり、２(２m n＋n )は偶数である。 
 
    したがって、奇数と偶数との積は偶数である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 連続する２つの整数について、大きい方の整数の２乗から、小さい方の整数の２乗をひいた差は、     

   ２つの整数の和になること。                                    

 
    連続する２つの整数を、m、m＋１とする。ただし、ｍは整数とする。 
 
    大きい方の整数の２乗から、小さい方の整数の２乗をひいた差は、 
        ( m＋１)２－m２＝m２＋２m＋１－m２ 
                ＝２m＋１ 
                ＝m＋( m＋１) 
 
   m＋( m＋１)は、２つの整数の和を表している。 

 
    よって、連続する２つの整数について、大きい方の整数の２乗から小さい方の整数の２乗をひい

た差は、２つの整数の和になる。 
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